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本
日
は
日
本
薬
史
学
会
・
日
本
獣
医
史
学
会
の
合
同
会
で
あ
る
か
ら
、

薬
史
学
に
も
通
ず
る
標
記
の
ご
と
き
演
題
を
選
ん
だ
。
ま
た
獣
医
史
学

に
ま
つ
わ
る
事
項
も
加
え
た
い
。

医
療
の
中
で
も
薬
の
も
つ
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
、
古
来
、
医
療

の
中
心
は
薬
物
療
法
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
中

国
そ
し
て
日
本
で
従
来
用
い
ら
れ
て
き
た
和
漢
薬
の
来
歴
に
つ
い
て

は
、
「
日
本
薬
局
方
』
収
載
品
の
生
薬
に
関
し
て
は
「
日
本
薬
局
方
解

説
」
に
来
歴
の
項
を
設
け
て
解
説
が
し
て
あ
る
が
、
文
献
学
的
・
史
料

学
的
な
観
点
か
ら
配
慮
に
欠
け
る
き
ら
い
が
あ
る
。
こ
の
数
十
年
来
、

中
国
で
も
日
本
で
も
伝
統
薬
物
に
関
連
す
る
考
古
学
的
発
見
が
相
次
い

だ
。
た
と
え
ば
中
国
で
は
一
九
七
○
年
代
の
馬
王
堆
医
書
や
武
威
医
簡

な
ど
の
出
土
、
日
本
で
は
一
九
六
○
年
代
、
一
九
八
○
年
代
の
藤
原
宮

薬
物
木
簡
の
出
土
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
従
来
の
伝
世
資
料
を
は
る

か
に
さ
か
の
ぼ
る
一
次
資
料
で
あ
り
、
薬
物
の
来
歴
に
関
す
る
確
実
な

情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
史
料
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
そ
の
情
報
は
一
変
し
た
と
い
う
の
に
、
そ
れ
に
よ
る
知
見
・
成
果
は

い
さ
さ
か
も
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
ま
だ
に
『
神
農
本
草
経
」
や
正

倉
院
薬
物
な
ど
に
終
始
し
て
い
る
の
は
残
念
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
こ
で
本
日
合
同
学
会
を
機
に
、
こ
れ
ら
史
料
の
一
端
を
紹
介
す
る
こ

和
漢
薬
の
来
歴
に
関
す
る
新
史
料

小
曽
戸

洋

と
に
し
た
。

一
九
七
二
年
か
ら
七
四
年
初
に
か
け
て
中
国
湖
南
省
長
沙
の
馬
王
堆

漢
墓
、
一
～
三
号
墓
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
一
号
墓
か
ら
は
前
漢
、
今

か
ら
二
一
七
○
年
前
の
婦
人
の
死
後
直
後
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
生
々
し

い
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。
病
理
解
剖
が
行
わ
れ
、
種
々
の
病
歴
が
判
明
。

手
に
は
死
後
な
お
服
用
す
べ
く
副
葬
さ
れ
た
生
薬
が
握
ら
れ
て
お
り
、

鑑
定
の
結
果
、
桂
皮
・
高
良
薑
・
薑
・
嵩
本
・
杜
衡
・
茅
香
・
花
椒
・

辛
夷
・
侃
蘭
で
あ
る
と
同
定
さ
れ
た
。

三
号
墓
か
ら
は
二
千
二
百
年
前
の
医
学
書
類
、
一
四
種
が
出
土
し
た
。

多
く
は
絹
に
書
か
れ
た
帛
害
で
あ
る
。
薬
物
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は

『
五
十
二
病
方
』
（
仮
称
）
が
最
大
で
、
お
よ
そ
一
万
字
か
ら
成
る
処
方

集
で
あ
る
。
五
二
種
の
病
気
に
対
し
、
二
七
○
あ
ま
り
の
処
方
が
記
さ

れ
、
二
四
三
種
の
薬
物
が
用
い
ら
れ
、
灸
法
や
呪
法
も
併
用
さ
れ
て
い

る
。
演
者
ら
は
数
年
来
こ
の
害
の
書
誌
学
的
研
究
、
翻
字
訳
注
研
究
に

取
組
ん
で
き
た
が
、
そ
の
結
果
、
こ
の
害
は
各
々
一
六
の
帛
、
二
枚
（
計

三
二
頁
の
う
ち
『
五
十
二
病
方
」
は
二
七
頁
を
占
め
る
）
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
こ
の
書
誌
学
的
事
実
か
ら
従
来
の
研
究
を

越
え
る
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
国
の
研
究
者
は
い
ま
だ
に
こ

の
事
実
を
認
識
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

「
五
十
二
病
方
」
の
処
方
の
一
例
を
紹
介
す
る
。
「
唯
（
疽
）
病
、
冶

白
蓋
・
黄
菩
・
弓
楽
・
桂
・
昌
・
椒
・
朱
突
、
凡
七
物
、
骨
唯
倍
白
蘋
、

肉
唯
倍
黄
菩
、
腎
唯
倍
苛
薬
、
其
餘
各
一
、
井
以
三
指
大
最
、
一
入
梧

酒
中
、
日
五
六
飲
之
…
…
」

別
の
馬
王
堆
帛
耆
『
養
生
方
」
に
載
る
処
方
の
例
も
紹
介
す
る
。
「
…
…



日本医史学雑誌第49巻第2号(2003) 378

取
細
辛
・
乾
桓
・
菌
桂
・
烏
孝
・
凡
四
物
・
各
冶
之
・
細
辛
四
・
乾
桓
・

菌
・
烏
孝
、
各
…
…
。
…
…
後
飯
、
益
気
、
有
（
又
）
令
人
免
（
面
）

沢
」
。
「
。
：
：
・
取
白
符
・
紅
符
・
伏
零
、
各
二
両
、
桓
十
果
、
桂
三
尺
、

皆
各
冶
之
、
以
美
醗
二
斗
…
…
」
。

一
九
七
二
年
に
甘
粛
省
武
威
県
旱
灘
玻
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
『
武
威

医
簡
』
は
後
漢
前
期
、
一
世
紀
の
木
簡
・
木
犢
で
あ
る
。
種
々
の
病
症

に
対
し
、
三
○
ば
か
り
の
処
方
が
記
さ
れ
、
約
百
種
の
薬
物
が
用
い
ら

れ
て
い
る
（
針
灸
療
法
も
あ
る
）
。
一
例
を
挙
げ
る
。
「
治
久
歎
上
気
喉

中
如
百
虫
鳴
状
舟
歳
以
上
方
、
注
胡
・
桔
梗
・
蜀
椒
、
各
二
分
・
桂
・

烏
曝
・
薑
、
各
一
分
、
凡
六
物
・
冶
合
和
丸
、
以
白
密
大
嬰
桃
、
昼
夜

吟
三
丸
消
、
咽
其
汁
、
尤
良
」
。

ほ
か
に
も
一
～
二
世
紀
の
薬
方
を
示
す
出
土
史
料
は
少
な
か
ら
ず
あ

る
。
「
敦
埋
漢
簡
」
の
一
例
を
示
す
。
「
傷
寒
四
物
・
烏
曝
十
分
．
細
辛

六
分
．
巾
十
分
．
桂
四
分
、
以
温
湯
飲
一
刀
初
、
日
三
、
夜
再
行
、
解

不
出
汗
」
。

「
居
延
漢
簡
」
か
ら
獣
医
に
関
す
る
処
方
例
を
挙
げ
る
。
「
治
馬
傷
水

方
、
薑
・
桂
・
細
辛
・
皀
莱
・
付
子
、
各
三
分
、
遠
志
五
分
、
桔
梗
五

分
、
口
子
十
五
枚
」
。
「
治
馬
冑
方
、
石
南
草
五
分
：
：
：
」
。
「
治
馬
冑
方
、

石
方
：
…
・
」
（
「
言
」
は
馬
の
背
、
鞍
部
分
の
褥
瘡
か
）
。
「
冶
薬
、
以
和

膏
、
炊
令
沸
、
塗
牛
領
良
」
。

日
本
の
出
土
資
料
に
も
言
及
し
よ
う
。
藤
原
宮
（
六
九
四
～
七
一
○
）

跡
か
ら
は
多
く
の
薬
物
関
係
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
大
宝

令
施
行
下
の
も
の
で
あ
り
、
七
世
紀
末
の
日
本
の
実
情
を
示
す
も
の
と

み
て
よ
い
。
時
代
的
に
は
飛
鳥
時
代
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
奈
良
時

代
の
正
倉
院
資
料
を
半
世
紀
は
さ
か
の
ぼ
る
資
料
で
あ
る
。
荷
札
・
付

札
類
に
は
、
麻
黄
・
麻
子
・
麦
門
冬
・
署
預
・
龍
骨
・
大
黄
・
商
陸
・

松
羅
・
楡
皮
・
言
窮
・
当
帰
・
烏
頭
・
桔
梗
・
人
参
・
五
茄
・
權
麦
・

夜
干
・
大
戟
・
弛
床
子
・
弛
脱
皮
・
地
黄
・
白
尤
・
独
活
・
葛
根
・
非

子
・
知
母
・
牛
漆
・
杜
仲
・
桃
人
・
黒
石
英
・
石
流
黄
な
ど
の
薬
物
名

が
見
え
、
処
方
害
や
薬
物
請
求
受
領
書
の
類
に
は
こ
の
ほ
か
、
漏
盧
・

升
麻
・
黄
苓
・
枳
実
・
白
命
・
白
微
・
勺
薬
・
甘
草
・
兎
糸
子
・
石
解
・

白
正
・
白
銀
・
桂
心
・
扶
令
・
車
前
子
・
西
辛
・
久
参
・
王
風
行
・
防

風
な
ど
の
薬
物
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

正
倉
院
薬
物
以
外
に
も
法
隆
寺
伝
来
（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
法
隆

寺
献
納
宝
物
）
の
薬
物
が
あ
り
、
七
～
八
世
紀
の
国
際
交
易
の
世
界
的

広
が
り
を
示
す
遺
品
が
あ
る
。

現
行
『
神
農
本
草
経
」
は
か
な
り
時
代
の
降
る
資
料
か
ら
復
元
さ
れ

た
も
の
で
、
そ
の
文
字
が
い
か
ほ
ど
漢
代
の
真
を
伝
え
て
い
る
か
に
は

疑
問
が
多
い
。
現
伝
の
「
傷
寒
論
」
「
金
直
要
略
』
も
ま
た
書
誌
学
的
に

は
宋
代
を
さ
か
の
ぼ
り
え
ぬ
資
料
で
、
必
ず
し
も
漢
代
の
も
の
と
は
認

め
が
た
い
。
と
こ
ろ
が
上
述
の
出
土
資
料
は
当
時
の
現
物
で
あ
り
、
当

時
そ
の
よ
う
な
名
称
の
薬
物
が
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

動
か
ぬ
証
拠
で
あ
る
。
「
日
本
薬
局
方
解
説
」
の
生
薬
の
来
歴
の
記
載

は
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
新
出
史
料
の
存
在
を
考
慮
し
、
是
正
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

（
平
成
十
四
年
十
二
月
例
会
）


